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障害年金の認定調書破棄問題について 

ＪＰＡ障害年金部会にて意見交換を実施 
 

 昨年末に明らかになった障害年金の認定調書破棄問題について、ＪＰＡ障害年金部会において意見交

換を行いました。今号では、その部会の模様の一部を部会メンバーより報告します。 
 

障害年金の医師の判定を日本年金機構の職員が破棄し、やり直していた 

障害年金は障害があることで生活の安定がそこなわれることを防止するために支給されます。障害年金を支

給するか否かは、診断書などの資料を年金機構の職員が認定医（年金機構が委託し審査数に応じて委託料を支

払う医師）に持ち込んで、この医師が認定調書を作成したうえで、年金機構が決定します（と厚労省は説明し

てきました）。 

しかし、これに反する事実が昨年末に報道で明らかになりました。審査の過程で作成される最重要書類であ

る認定調書に問題があると職員が判断した場合はシュレッダーにかけて（最初の認定医には廃棄を知らせず）

別の認定医に資料を持ち込んで審査を進めていたというのです。 

今年 1 月 16 日、厚労省はこの問題について調査結果を公表し、廃棄は妥当であったとの見解を表明しまし

た。ＪＰＡ障害年金部会では、この事件について 2月 19日に意見を述べ合いました。 

【報道記事：次ページ参照】 

ＪＰＡ障害年金部会/障害年金法研究会 

安部 敬太（社会保険労務士） 

 

報道を受けて ～障害年金部会の報告にかえて～
患者と家族は時間も体力も、そしてお金もない中

で何とか障害年金という社会保障制度を頼りにして

資料を集め、医師と交渉をし、やっとの思いで申請を

する。やれるだけの事をやったあとは「認定審査」な

るものの結果を待つしかないわけだが、その中でこ

のようなことが行われていたのだ。申請者本人の知

らないところで公然と。 

 お役所のみなさんと話し合いをすると、職員たち

は数分に一度「他制度との平等がうんぬん」と一生懸

命に私たちを説得にかかる。私たちが求めている「平

等」は障害のない人たちとの平等であり、少ない予算

を困っている者同士で椅子取りゲームの如く奪い合

わされることではないと一生懸命返答するが相手は

実感がわかないのかぽかんとしていて、話し合いは

いつも平行線に終わる。 

先方は「公平であること」を盾にするが「不透明で

あること」はそれ以前の問題だ。透明性が確保されて

いるからこそ、公平な制度だとそれを受ける側が実

感できる。障害年金制度は、まだまだ制度の公平云々

を議論するはるか手前の段階にあることを、この報

道は明らかにしてくれたのではないか。 

障害年金部会でこの報道について紹介がなされた

後、参加者の間に長い沈黙が流れた。沈黙のあと、参

加者みんなが口々に、不安そうにそれぞれの思いを

言葉にした。「やっぱり政府はお金を出したくないの

かな？私たちはお金をかけるに値する存在じゃない

のかな」「誰を、何を信じたらいいか分からなくなっ

た」「自分たちはやっぱりこの社会の中でマイノリテ

ィなんだ。こんなにひどいことが、大きなニュースに

ならないなんて」・・・。 

何だか泣きそうになりつつも、まずは自分たちの

言葉を、思いを共有するところからはじめようとい

うことになった。こんなひどいことがまかり通って

いる。私たちは、自分たちも社会の中の一員だ、こん

なこと理不尽だ、ともっと怒っていいし、自分たちの

尊厳が軽く扱われていて悔しいと、もっと泣いても

いい。皆でこの悔しさ、やりきれなさを分かち合おう。

この切実な声を聴いてくれる人はきっといる。 

この「事件」を前にしてあなたはどう感じますか。

皆さんの声を聞かせてください。 

ＪＰＡ障害年金部会/大阪難病連事務局長 

尾下 葉子（線維筋痛症患者） 
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【関連報道】（共同通信 47NEWS） 

「障害年金、医師の判定を破棄 機構職員、ひそかにやり直し」（2025.12.28） 

https://www.47news.jp/13659652.html  

「判定破棄、厚労省が調査開始 障害年金支給可否で」（2026.01.06） 

https://www.47news.jp/13688471.html  

「『障害年金』の判定結果を、ひそかに職員が捨てていた…日本年金機構 

  でも「職員が悪い」では解決しない根本的な原因とは」（2026/01/15） 

https://www.47news.jp/13724806.html 

「職員判断で障害年金11件不支給 3カ月分、医師「支給」判定覆す」（2026/01/16） 

https://www.47news.jp/13732419.html 
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